
第 1回 須崎港港湾脱炭素化推進協議会 議事概要

１．日時

令和 5年 12 月 1 日(金) 10:00～11:30

２．場所

須崎市立市民文化会館 <WEB 会議併用>

３．議事概要

（１）須崎港港湾脱炭素化推進協議会の設置について

協議会設置にあたり、事務局より須崎港港湾脱炭素化推進協議会設置要綱

について説明を行い、了承を頂いた。

本協議会の会長に高知工科大学システム工学群教授西内裕晶、副会長に高

知大学教育研究部自然科学系理工学部門教授原忠が選定された。

（２）須崎港の概要について

事務局より、須崎港の主な地区の港湾利用状況や港湾取扱貨物量等の概要

について説明した。

（３）四国地方整備局からの情報提供

国土交通省 四国地方整備局より、港湾脱炭素化推進計画の作成において

定める事項及びスケジュール等の基本的な事項について説明頂いた。

また、全国及び四国における港湾脱炭素化に向けた直近の取組み状況につ

いて説明頂いた。

（４）四国経済産業局からの情報提供

経済産業省 四国経済産業局より、水素・アンモニアの施策について説明

頂いた。

（５）高知県脱炭素社会推進アクションプランについて

林業振興・環境部 環境計画推進課より、高知県の脱炭素計画について説

明頂いた。

（６）須崎港港湾脱炭素化推進計画の作成に向けた検討の方向性について

事務局より、須崎港港湾脱炭素化推進計画の作成に取り組む背景及び計画

に定める事項を説明し、CO2 排出量を把握する対象範囲や推計方法について

説明した。また、今回を含めて計４回の協議会を開催し、計画を作成・公表

することを説明した。



４．意見・質問等

No. 発 言 内 容

1 【意見】

「資料③四国経済産業局からの情報提供」において、拠点整備支援

の条件の考え方(P.8)に対して色々な意見が出されているが、内容に

ついて概ね賛同が得られているか？

【回答】

得られている。

2 【意見】

水素・アンモニア施策では、値差(基準価格－参照価格)や拠点整備

に対して一定の支援が今後期待される。

船会社や荷主に選ばれる港になるという点が重要であり、「資料②四

国地方整備局からの情報提供」(P.1)に記載の認証制度もあれば、計

画を作成し PDCA を上手く回すことで付加価値創出にも繋がると思う

が、こういった活動によって競争力のある港湾が形成されている事例

について、世界の動向が分かるような情報もあれば今後提供頂きた

い。活動のモチベーションに繋がる。

【回答】

了解した。

3 【意見】

須崎港は港湾の取扱貨物量が四国で１番であるという点は大きなポ

イントで、四国地方整備局からの説明通り脱炭素化推進計画を作成し

ていくと思うが、計画の目標設定に関しては、国から、短期・中期・

長期において一律で目標が決められているのか、または港湾で独自に

設定するのか？

また KPI 指標も重要になるが、その項目は全国一律なのか港湾特徴

を踏まえこういった場で議論を重ねて決めていくものなのか？

【回答】

短期・中期・長期の目標に対しては、政府として2013年対比で2030

年に-46%、2050 年にカーボンニュートラルとしており、これに準じ

て頂きたい。特に長期目標は政府目標と同様に 2050 年のカーボンニ

ュートラルを目指して頂きたいが、短期目標と中期目標に分けるか、

中期目標として 2030 年だけ設定するかは港湾によって様々なのが実

態。

KPI 指標については、CO2 排出量は必須と考えるが、その他について

は柔軟に設定可能である。CO2 排出量削減のために重要となるインデ

ックスとして柔軟に設定頂きたい。



No. 発 言 内 容

4 【意見】

県においても港湾を非常に重要視されており、計画作成に前向きに

取り組んでいくとのことなので、我々も野心的に計画を立てていきた

い。

マニュアルに沿って進めていくことになると思うが、重要な KPI 指

標を見逃さない様、事務局におかれては国土交通省と密に情報を共有

し、設定した KPI 指標が妥当なのかも含めて事前に議論しすり合わせ

頂くことで、今後の協議会をスムーズに進めることが出来ると考えて

いる。

今回の協議会では、まだ具体的な KPI 指標の言及に至っておらず、

次回協議会はここが議論の中心になってくるので

事前によく検討したものを提示して頂ければ思う。

【回答】

了解した。

5 【意見】

計画期間について、目標設定は短期(2030)・中期(2040)・長期

(2050)に分けて進めるべきと考える。

短期目標では今出来ることを確実に進めて、中期目標では現時点で

考え得る実行可能なものを定める。そして、長期目標としてカーボン

ニュートラル達成に向けた目標を定めるといったイメージが良い。

【回答】

了解した。


